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Bbカンファレンス2009in大阪 参加記
「最初に自分の仕事を済ませると余裕で参加できる」の巻

• 詳細なWeb上の開催報告： http://csklc.jp/event/091204.html
– 2009.12.4-5＠大阪大学中之島センター＋CSKシステムズ西日本

• 招待講演 「学習力アップのためのeラーニングデザイン」
– 予稿（A4カラー版８頁）＋動画（79分49秒スライド付）=円熟期に到達？
– 真打昇進それとも前座か：出番即終了。でも2日間フル参加（余裕！）

• パネル：BeeDanceで双方向性を確保。熊大はすごい？
• WS2:大学へのeラーニング普及の分岐点は２割を超えること

– 何を持って２割とするのか？普及は絶対命題か？

• WS2:システムの中核はLMSではなくポータルサイトだ！
– 大学のeラーニングは学務システムとの連携が前提

• 企業展示：ペルソナを大学広報に活用する時代が来た！
• 「学習力アップ」にはIDの理論的バックボーンが有効！

– ｃｆ. FD担当者のID的基礎とは何か（2009.12.19.JSET研＠京都外大）

第39話

詳細は
こちらで
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招待講演 「学習力アップのための
eラーニングデザイン」

■ｅラーニングの導入がやりっぱなしの教育を防ぐ

■授業改善をどう実現するか？（気持ちとスキル＋構造化＋サポート）

■授業改善の目的は教育効果の向上だけではない：ID の３つ
のゴール

■IDの視点で大学教育をデザインする鳥瞰図（レイヤーモデル含む）

■ｅラーニングをここから始めよう（ネタ探し＋リンク集＋クイズ＋BBS＋PF）

■授業設計論（ＩＤ：Instructional Design）を援用する

ARCSモデル（教材づくり編*＋学習者編**）＋９教授事象
* ＜主張：関心・意欲・態度のなさは学生の責任ではない。授業を魅力的にしましょう！＞

* * ＜主張：学生をいつまでも甘やかしてはいけない。やる気を自分でコントロールさせよう！＞

■大学教育の今後に向けてーID とe ラーニングの役割ー

結論メッセージ
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■大学教育の今後に向けて
ーID とe ラーニングの役割ー

1. e ラーニングをどう使うかを考えること通して大学組
織の特徴や教育機能を棚卸しする

2. 大学職員がID を学び、教員（内容専門家=SME）と
協働で大学運営にあたる教育専門職になる

3. 大学教員がID を学び、教育工学を研究領域（所属
学会）に加える

4. 大学生にスタディスキルとしてID を学ばせて「自分で
学べる人」にして卒業させる

5. 関係者全員がICT 環境を活用して「いつでも学んで
いる人」でいられるようなe ラーニング環境を構築・提
供する



©2009 鈴木克明 eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室

ランチョンセミナー
6

パネルディスカッション
「ICT活用教育における利用者支援の

取組みについて」
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ワークショップ 2：ICT活用

教育の利用者支援

• 【コーディネーター】 熊本大学 総合情報基盤センター 中野
裕司
事前に寄せられた質問をもとに、支援組織がどのレベルまで
教員を支援できるのか―支援内容や必要スキルに関する議
論、ICTの利用率の尺度、利用率を測定する目的についての
議論などがありました。終盤の著作権に関する議論は参加者
の関心も高く積極的な意見の交換が行われました。
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WS2:システムの中核はLMSではなく

ポータルサイトだ！（ｂｙ中野教授）

LMS

ポータル
学務

システム

ポート
フォリオ？？

LMS 学務
システム

ポート
フォリオ？？

ポータル
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質の高い教育を目指すFDを構築するための学生

視点・ニーズ、社会ニーズの獲得ソリューション

• 注目の最新マーケッティング手法ペルソナ戦略を活
用し、現状の学生の潜在ニーズの把握・インサイト
の発見を行い、深い学習理解を獲得

• 主要就職先の取材とオープンデータの入手により、
貴学に対する社会からのニーズを把握

• 以上をインプットに教員・スタッフ参加型のワーク
ショップを行い、教育における貴学の社会への価値
（コアバリュー）を踏まえながら、学生の視点を経験
し把握

• エクスペリエンスデザイン手法
• ペルソナジャーニーセッション
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鈴木克明(2009.12) ファカルティ・ディベロッパーのID的基礎と
は何か 日本教育工学会研究会（FDの組織化・大学の組織改

革／一般） 京都外国語大学

• 詳しくはまた機会があればお話します・・・・（ネタ温存）

• あらまし：大学の教育改善を組織的に進める専門職（ファカ
ルティ・ディベロッパー）に必要な基礎としてインストラクショナ
ルデザイン（ID）の何が不可欠かを考察する．授業実施やカ

リキュラム改善の支援者として，実施者（アクター）としての
視点のみならず設計者（デザイナー）の視点を持つことと，経
験知としてのノウハウのみならず学問的背景を説明できるこ
とが異分野の研究者を説得するために有用であることを主
張した。 IDポータルにて情報公開中：http://www2.gsis.kumamoto-

u.ac.jp/~idportal/wp-content/uploads/a91219jsetkufs.pdf


